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皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
長

（
行
政
協
力
員
）の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
４

月
１
日
付
け
で
行
わ
れ
、
新
し
く
就
任
し
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
各
自
治
会
か
ら
の
推
挙
を
受
け

て
就
任
さ
れ
た
自
治
会
長
は
31
人―

―

皆
さ

ん
の
地
域
の
代
表
と
し
て
、
住
民
自
治
の
理

念
で
あ
る
、
住
民
が
相
互
に
交
流
し
て
連
帯

意
識
を
持
ち
、
地
域
に
共
通
す
る
課
題
を
解

決
す
る
と
い
っ
た
、
住
民
参
加
・
協
働
の
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
班
長（
常

会
長
）と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
と
行
政
を
つ

な
ぐ
重
要
な〝
橋
渡
し
役
〞を
務
め
る
一
方
で
、

｢

東
海
村
行
政
協
力
員｣

と
し
て
、
村
か
ら
の
文

書
等
の
配
布
に
際
し
て
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
去
る
４
月
23
日
に
役
場
で
開
催
さ
れ

た
、
全
自
治
会
長
で
組
織
さ
れ
る「
東
海
村
自
治

会
連
合
会
」の
総
会
で
、
連
合
会
長
に
真
崎
区
自

治
会
の
黒
羽
根
弘
一
さ
ん
、
副
会
長
に
は
船
場

区
自
治
会
の
圷
洋
右
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
▼
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担

当（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
４
１
）

皆
さ
ん
が

住
む

地
域
の

新
し
い

自
治
会
長
を

紹
介
し
ま
す

内宿二区 内宿一区 外宿二区 外宿一区

深
ふ か や
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待
まつとり

鳥 憲
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一
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川
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﨑 道
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佐
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仲
な か た

田  進
すすむ

☎ 282-1930
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豊岡区 白方区 原子力機構箕輪区 原子力機構太田区

橋
は し も と

本  敞
たかし

☎ 283-2125
豊岡 411-1

川
かわさき

﨑 邦
くにかつ

勝
☎ 282-1045
白方 553-1

高
たかさき

崎 浩
こ う じ

司
☎ 287-0064
村松 3368-2

曳
ひきぬま

沼 裕
ゆういち

一
☎ 287-2049
照沼 1063
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村松北区 豊白区 亀下区 百塚区 岡区

大
おおうち

内 義
よしふさ

房
☎ 283-1021

村松北一丁目6番25号

松
ま つ だ

田 信
のぶかつ

勝
☎ 283-2056

豊白一丁目21番14号

齋
さいとう

藤 祐
ゆ う じ

壽
☎ 282-3938
亀下 270-1

尾
お ば な

花 光
み つ お

雄
☎ 306-2755

東海一丁目19番57号

冨
とみなが

永 修
お さ み

身
☎ 282-4138
豊岡 1569-1

押延区 原子力機構荒谷台区 原電滝坂区 舟石川三区 真崎区

大
おおぬき

貫 光
み つ お

男
☎ 283-0107
須和間 379

原
は ら だ

田 正
まさひで

英
☎ 282-0432
村松 1221-2

江
え が わ

川 栄
え い じ

始
☎ 287-3318
村松 1411

鈴
す ず き

木 由
よ し お

夫
☎ 282-9414
舟石川 821-33

黒
く ろ ば ね

羽根 弘
ひろいち

一
☎ 282-3374
村松 432-3

緑ヶ丘区 原子力機構長堀二区 原子力機構長堀一区 舟石川中丸区 須和間区

池
いけもと

本 徳
の り お

郎
☎ 282-8271
村松 2649-30

黒
く ろ ば ね

羽根 史
しろう

朗
☎ 282-0720
舟石川 765-1

青
な ば た め

天目 稔
みのる

☎ 284-0634
村松 2116-73

佐
さ と う

藤  進
すすむ

☎ 282-1766
村松 2118-119

河
か わ の

野 通
みちひろ

弘
☎ 282-2985
須和間 242

舟石川二区 舟石川一区 船場区 南台区

高
たかすぎ

杉 信
しんいち

一
☎ 282-4627
舟石川 573-24

照
てるぬま

沼 卓
たくろう

郎
☎ 282-1197
石神外宿 2461

圷
あくつ

 洋
よ う す け

右
☎ 282-2273
船場 709-13

十
と つ か わ

津川 浩
ひろし

☎ 283-2750
須和間 1435-12

﹇
注
﹈
原
子
力
機
構
百
塚
区
の
自
治
会
長
（
行

政
協
力
員
）
は
未
定
で
す
の
で
、
就

任
さ
れ
次
第
、「
広
報
と
う
か
い
」
で
、

あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

【
表
中
敬
称
略
】
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ごみの出し方が変わります

　

村
で
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）・
リ

ユ
ー
ス（
再
使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
）
の「
３

Ｒ
」を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

指
定
ご
み
袋
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
ご
み
は
、
一
人
一

人
の
心
掛
け
し
だ
い
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
使
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

現
在
〜
７
月（
準
備
期
間
）…
今
ま
で
ど
お
り
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

８
月
〜
10
月（
試
行
期
間
）…
村
か
ら
無
料
配
布
す
る

指
定
ご
み
処
理
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
〜（
完
全
実
施
）…
指
定
ご
み
処
理
袋
を
使
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
可
燃
ご
み
処
理
袋（
黄
色
）45
リ
ッ
ト
ル
…
20
円
／
枚

　

30
リ
ッ
ト
ル
…
15
円
／
枚　

20
リ
ッ
ト
ル
…
10
円
／
枚

・
不
燃
ご
み
処
理
袋（
青
色
）45
リ
ッ
ト
ル
…
20
円
／
枚

　

30
リ
ッ
ト
ル
…
15
円
／
枚　

20
リ
ッ
ト
ル
…
10
円
／
枚

・
可
燃
ご
み
処
理
券（
黄
色
）20
円
／
枚

・
不
燃
ご
み
処
理
券（
青
色
）20
円
／
枚

※
ご
み
処
理
券
は
、
指
定
ご
み
処
理
袋
に
入
ら
な
い
ご
み

を
処
理
す
る
と
き
に
使
用
す
る
券
で
す
。シ
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
に
張
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
処
理
袋
、
ご
み
処
理
券
と
も
10
枚
単
位
で

の
販
売
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
指
定
ご
み
袋
や
ご

み
処
理
券
の
代
金
で
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
支
援
費
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
に
対
し
て
戸
別
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

・
マ
イ
バ
ッ
グ（
レ
ジ
袋
に
代
わ
る
袋
）を
未
配
布
世
帯

へ
一
斉
に
配
布
し
ま
す
。

・
祝
祭
日
の
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

・
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
額
を
引
き
上
げ

ま
す
。

　

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・
水
銀
体
温
計
は
資
源
物
で
す
。

昨
年
度
ま
で
一
般
ご
み
集
積
所
で
回
収
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
資
源
物
収
集
日
に
資
源
物
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
回
収
し
ま
す
。

　

今
回
の
ご
み
処
理
袋
指
定
は
、
一
般
ご
み
集
積
所

で
の
可
燃
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
回
収
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収
お
よ
び
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
透
明

お
よ
び
半
透
明
の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　４月に新設されたごみゼロ推進課では、「ごみゼロ」を合言葉に、ごみの

減量化に向けたさまざまな改善を図っていきます。ごみは出さないことが

一番ですが、出てしまったごみもきちんと分別すれば資源となり、ごみを

減らすことができます。その結果、地球温暖化の防止に貢献するだけで

なく、ごみを処理するための個人負担も軽減されます。一人一人が資源

を大切にする意識を持ち、「ごみゼロ」を目指していきましょう。皆さん

のご理解・ご協力をお願いします。

　なお、指定ごみ袋制度の詳細については、７月10日号でお知らせする予定です。

問 合 せ　経済環境部ごみゼロ推進課（☎282-7289）

ご
み
袋
が
指
定
に
な
り
ま
す

指
定
ご
み
袋
に
な
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の
種
類
と
値
段

指
定
袋
や
処
理
券
の
代
金
で
事
業
を
実
施
し
ま
す

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・
水
銀
体
温
計
は
資
源
物
収
集
へ

指
定
ご
み
袋
と
ご
み
処
理
券
の
販
売
店
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
指
定
ご
み
処
理
袋
や
ご
み
処
理
券
を

販
売
す
る
村
内
の
小
売
店
を
募
集
し
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
種
類
の
販
売
店
で
も
取
り
扱
い
は
で
き
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
、
東
海
村
商
工
会（
☎
282
局

３
２
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　　もっと知っておきましょう！

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
が
一
律
１
万
円
に

　

４
月
１
日
か
ら
、
３
歳
未
満
の
乳
幼

児
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
の
額
が
一
律

１
万
円
に
な
り
ま
し
た（
５
千
円
だ
っ

た
第
１
子
・
第
２
子
も
１
万
円
）。
な

お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当
の
額
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

６
月
に
現
況
届
の
手
続
き（
引
き
続

き
児
童
手
当
を
受
け
る
条
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
）
を
行
い
ま

す
。
６
月
中
旬
ま
で
に
受
給
し
て
い
た

方
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
現

況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
手
当
て
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
へ

５
月
請
求
分
か
ら
、
平
成
18
年
分
の

所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で

所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

手
当
は
申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
支
給
対
象
で
あ
っ
て
も
申

請
が
な
け
れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

●
問

合

せ 

福
祉
部
社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
担
当（
☎
２
８
２
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
８
５
）

児
童
手
当
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●医療福祉費助成制度（福）とは、各種健康保険を使って医療機関などで診療を受けた場合、医療費と

して支払う自己負担分を公費（県、村）で助成する制度です。

●乳幼児以外は申請した月からの認定となりますので、事実発生後、速やかに申請してください。

●次のような場合は助成の対象となりませんので、ご注意ください。

・保険適用外の医療費　・生活保護を受けている方や無保険の方の医療費　・交通事故など、第三者

によるけがの医療費　・保育園や幼稚園、学校内でけがをし、災害共済の給付を受ける場合

受給対象について　※所得の申告をしていない方は、受給できません。

受給申請に必要なもの…健康保険証、通帳（郵便局を除く）、認め印、母子手帳（妊産婦福のみ）、障害

認定を証明する手帳・書類（障害者福のみ）、所得証明書（所得の状況が役場で分からない方のみ）

申請が必要な医療費について

　　県内の医療機関で受診した場合、申請は必要ありません。ただし、以下の場合は役場窓口への申

請によって医療費が返還されます（下表参照）。

・東海村独自の乳幼児医療福祉費助成制度（子）適用の黄色の受給者証をお持ちの方は領収書を持参し

て、役場窓口で申請をしてください。

　・高額医療費、付加給付金が発生している場合は、先にお使いの健康保険証の発行元へ申請が必要です。

医療費の請求申請に必要なもの…領収書（原本）、医療福祉費受給者証、認め印

区分 所得制限 受給資格

乳幼児 なし
・０歳から小学校就学前までの児童　※東海村では、平成18年11月から独自に乳
幼児の所得制限を撤廃しています（通称子）。ただし、県の制度が優先のため、
所得により医療費助成の方法が異なります。

母子・父子家庭 あり

・18歳未満の児童、20歳未満の障がい児や高校生を育てている一人親とその児童
・父母のいない児童（母子認定とする）　・父母のいない児童を育てている一人親
とその児童

上記の認定日から、児童の上記年齢到達後の３月31日まで受給できます。

障がい者 あり
・身体障害者手帳１級・２級・３級（３級は内部障害に限ります）をお持ちの方
・療育手帳Ａ・Ａをお持ちの方　・障害年金１級の方
上記の認定日の月初めから受給できます。

妊産婦 あり 母子手帳交付日の月初めから出産月（流産を含む）の翌月末日まで受給できます。

福 ●問合せ　保健年金課医療福祉担当
　（☎282-1711　内線1134）

区　　分  　乳幼児（子を除く）・母子家庭・父子家庭・妊産婦福 障害者福

入院したとき（東海村独自） 300円／日または3,000円／月　食事代260円／食
食事代260円／食
（平成19年４月から）

県外で医療に掛かったとき 保険適用の医療費の自己負担分 同左
医師の指示により、コルセット
等を作ったとき（弱視の場合は乳
幼児のみ）

保険適用の医療費の自己負担分
※先にお使いの健康保険証の発行元へ申請が必要です。

同左

１月に１つの医療機関（薬局は除
く）で、１回目・２回目の受診に対
する支払いが共に600円以下のとき

保険適用の医療費の自己負担分
※３回同じ医療機関で受診した場合、申請は必要ありま
せん。
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村
で
は
、
平
成
21
年
12
月
に
予
定
し
て

い
る
村
立
白
方
小
学
校
（
白
方
中
央
二
丁

目
21
番
１
号
）
の
移
転
と
新
た
な
開
校
を

目
指
し
、
昨
年
９
月
よ
り
、
基
本
設
計
（
そ

の
建
設
の
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
ま

と
め
る
設
計
）
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

月
は
、
こ
の
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
基
本

設
計
の
概
要
を
取
り
上
げ
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

配
置
・
平
面
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

▼
敷
地
南
側
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
配
し
、

校
舎
は
低
層
造
り
の
囲
み
型
と
す
る

こ
と
で
、
北
東
・
北
西
か
ら
の
風
の

影
響
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。

▼
敷
地
東
側
は
、
古
墳
を
中
心
と
し
た

「
い
に
し
え
ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
、

誰
も
が
遊
べ
る
場
、
そ
し
て
歴
史
を

学
ぶ
学
習
の
場
と
し
ま
す
。

▼
敷
地
周
囲
に
は
、
低
木
と
樹
高
が
異

な
る
２
種
類
の
高
木
を
組
み
合
わ
せ

た
防
風
林
や
フ
ェ
ン
ス
、
管
理
門
扉
を

設
置
し
て
安
全
区
画
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
児
童
通
学
の
た
め
の
歩
道
を

整
備
し
ま
す
。ま
た
児
童
の
出
入
口
は
、

職
員
室
が
面
す
る
正
門
か
ら
昇
降
口

に
至
る
場
所
に
集
中
さ
せ
、
そ
の
登

下
校
を
見
守
り
や
す
く
し
ま
す
。

▼
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
教
室
が

入
る
建
屋
は
平
屋
建
て
と
し
、
学
級

花
壇
等
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
す
る
「
学
習
交
流
ガ
ー
デ
ン
」
を

挟
ん
だ
学
年
別
ユ
ニ
ッ
ト
（
教
室
構

成
）
と
し
ま
す
。
ま
た
、
５
年
生
と

６
年
生
の
教
室
は
２
階
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
全
学
年
を
通
し
て
高
窓
か

ら
自
然
通
風
・
自
然
採
光
を
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
環
境
負
荷

の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
明
る
い

教
室
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

▼
南
向
き
を
基
本
に
配
し
た
普
通
教
室

に
は
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

可
動
式
の
間
仕
切
り
や
建
具
の
位
置

を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
形
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。ま
た
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に「
教

師
教
材
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
児
童

の
近
く
に
常
に
先
生
が
い
る
安
全
な

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
地
域
へ
の
開
放
も
予
定
し
て
い
る
体

育
館
や
、
将
来
的
に
同
じ
く
地
域
に

開
放
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
特
別

教
室
は
、
敷
地
西
側
に
ま
と
め
て
普

通
教
室
な
ど
と
明
確
に
区
分
け
し
、

管
理
し
や
す
い
配
置
と
し
ま
す
。

▼
村
内
の
学
校
施
設
は
す
べ
て
、
災
害

時
の
避
難
所
等
に
指
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耐
久
性
・
耐
震
性
に
配
慮

し
た
構
造
と
し
ま
す
。
な
お
、
体
育

館
に
は
食
糧
等
を
保
管
す
る
備
蓄
庫

を
設
け
る
一
方
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

施設規模 鉄筋コンクリート造り 2階建て
（一部鉄骨造り）

延床面積 ９，７７６平方メートル

校舎 ８，３１０平方メートル

屋内運動場（体育館） １，２３４平方メートル
プール･その他 ２３２平方メートル

屋外運動場（グラウンド） １０，１２０平方メートル

教室等

普通教室２４室
特別支援教室３室
特別教室 13 室（理科室・視聴覚室・
図書室・音楽室・家庭科室等）

新しい白方小学校の
基本設計がまとまりました

JR常磐線

JR東海駅

至･大甕駅

至･国道245号

原電通り

はなみずき通り

いちょう通り

白方ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

原研通り

現在の白方小学校

新しい白方小学校

東海村合同庁舎

至･国道245号

至･国道245号

至･国道6号

至･国道6号
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■図書室とコンピューター室、視聴覚室を一体に
まとめたメディアセンター

■ミニシアターとなる階段席は、
授業の発表や金管楽器の練習に
も使えます

■児童によってつくり
上げる屋上緑化

■多目的教室を設け、第２理科室と
して利用できるようにします

■眺望の良い展望テラス

■５・６年生は特別教室が近い２階に配置

■アリーナ

■特別
教室

■震災・風水害等に備えて食糧や飲料水等を
保管するための備蓄庫を設置します

■大小深さの異なる２つのプール
を設置します

■大会時など屋外活動の際の金管楽
器の搬出入に配慮し、音楽室は１
階へ

■北東風に対する防風壁を
設置

■最大で２学年同時に使用でき
る多目的ルーム。音楽室が近
く、金管楽器の練習にも利用
できます

■平屋建てとすることで、日
当たりの良い前庭をつくり
ます ■トイレは学年別ユ

ニットごとに設置
します

■敷地形状に合わせた教室配置とし、
廊下からの見通しを良くします

■グラウンドの様子が
常に見える保健室

■特別支援学級は普通教室から近い
位置に。保健室とも隣接させます

■正門や登下校時の
児童の様子が常に
見える職員室

■屋外実習
に利用可
能なテラ
スを設置

■各教室ユニットをすべて平屋とし、
教室とワークスペースの日照条件を
良好にします

■家庭科室は
可動式の作
業机にする
ことで、一
斉授業やグ
ループ学習、 
地域開放な
ど、さまざ
まな授業展
開に対応し
ます

■地域開放時の拠点となる管理室
を設置

■校舎内はすべて
屋内廊下で接続

■全学年が一堂に集まれ
る広いスクールプラザ

普通教室エリア

児 童 動 線
開放スポーツエリア
特別教室エリア
管理諸室エリア

児童昇降口

■アリーナ

グラウンド

児童アプローチ
職員・地域開放アプローチ

白方コミュニティセンター敷地

正門

児童昇降口

緊
急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
利

用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

▼
校
内
で
使
用
す
る
給
湯
・
調
理
設
備
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
は
、
そ
の
す
べ
て

を
電
気
で
賄
う〝
オ
ー
ル
電
化
〞
を
採

用
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
電
力
の
積

極
的
利
用
に
よ
り
、
施
設
維
持
費
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
環
境
教
育

の
観
点
か
ら
、
出
力
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
今
後
、
こ
の
基
本
設
計
を
基

に
実
施
設
計
（
工
事
の
実
施
に
必
要
な

詳
細
事
項
を
定
め
る
段
階
の
設
計
）
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
お
話
し
を

伺
い
、
学
校
関
係
者
な
ど
と
協
議
し
な

が
ら
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
基
本
設
計
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に

よ
り
、
学
校
教
育
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
基
本
設
計
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
村
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問

合

せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
企
画
総
務
担

当（
☎
282
局
１
７
１
１
・
内
線
１
４
１
１

FAX
　

282
局
７
９
４
４　

電
子
メ
ー
ル 

k
y
o
u
ik
u
@
v
ill.to

k
a
i.ib

a
ra
k
i.jp

平 面 計 画
（ 1 階 ） 配 置 計 画

平 面 計 画
（ 2 階 ）
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村
で
は
、「（
仮
称
）
東
海
村
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
「
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
勤
務
す
る
障
が
い

児
施
設
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
■
保
育
士
の
資
格
、
幼
稚

園
教
諭
ま
た
は
小
・
中
学
校
教
員
の

免
許
を
有
す
る
方
（
７
人
）

雇
用
期
間
■
平
成
19
年
７
月
２
日

（
月
）
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

勤
務
時
間
■
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
毎
日
の
お
お
む
ね
午
後
２
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
。
週
25
時
間
程
度
。
た
だ

し
、
児
童･

生
徒
の
夏
休
み
等
期
間
中

は
午
前
中
か
ら
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

賃
金
■
時
給
１
，
０
２
０
円　

※
通

勤
手
当
別
途
支
給(

村
で
定
め
る
支

給
要
件
を
満
た
す
方
の
み
）。

そ
の
他
■
採
用
さ
れ
た
方
は
雇
用
保

険
加
入
と
な
り
ま
す
。

選
考
方
法
■
面
接
試
験

面
接
試
験
日
■
平
成
19
年
６
月
３
日

（
日
）

申
し
込
み
・
問
合
せ
■
土
・
日
曜
日
を

除
く
５
月
10
日
（
木
）
か
ら
５
月
24
日

（
木
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
①
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
②
資
格
免
許
の
写
し―

―

を
用

意
の
上
、
福
祉
部
介
護
福
祉
課
地
域
支

援
室
（
内
線
１
２
７
０
）
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

東
海
村
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

障
が
い
児
施
設
指
導
員
募
集

｢(仮称)東海村総合支援センター ｣の愛称を募集します

「（仮称 )東海村総合支援センター」
は、次の３つの施設で構成されます。
地域包括支援センター
　高齢者が健やかに住み慣れた地域で生活できる
よう、介護・福祉・医療等さまざまな面から支援し
ていく施設です。
▽高齢者に関する総合相談支援として、権利擁護・
虐待防止などの各種相談に応じます。

▽介護予防ケアマネジメントとして、介護予防サー
ビス・予防給付や介護予防ケアプランを一体的に
提供するとともに、包括的・継続的マネジメント
業務として、日常的個別相談に応じ、ケアマネジ
ャー（介護支援専門員）への指導・助言を行います。
▽高齢者実態調査を行うほか、高齢者の閉じこもり
予防に当たります。

地域生活支援センター
　障がい児者とその保護者に対する相談支援や就
労支援、放課後対策等を展開することにより、障が
い児者の自立や地域との交流、社会生活への適応力
を高めていくための施設で①身体・知的・精神障が
い児者に関する相談②情報提供③福祉サービス利
用援助④就労支援⑤放課後対策⑥一時預かり――
などの事業に当たります。
発達支援センター
　発達障がいの疑いのある子どもたちへの療育指導
とその保護者への相談活動を行っていく施設です。
▽｢幼児こころとことばの教室｣で、相談活動や療
育指導・助言を行います。

▽｢発達支援教室｣で、相談活動やコーディネータ
ーによる連絡調整・他機関紹介、巡回・集団指導
を行います。

▼
応
募
方
法 

官
製
は
が
き
に
①
愛
称
②

愛
称
の
説
明
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
氏
名

（
ふ
り
が
な
）⑥
年
齢
⑦
職
業
⑧
勤
務
先（
学

校
名
と
学
年
）
⑨
電
話
番
号―

―

を
明
記

の
上
、
５
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

作
品
の
受
け
付
け
は
、
自
作
・
未
発
表
の

も
の
で
１
人
１
点
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
※
封
書
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
賞

品 

①
最
優
秀
賞
（
１
点
）
…

賞
状
と
５
万
円
分
の
旅
行
券　

②
優
秀
賞

（
２
点
）
…
賞
状
と
１
万
円
分
の
旅
行
券

▼
選
考
方
法 

「（
仮
称
）
東
海
村
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
愛
称
選
考
委
員
会
」
で
選

考
の
上
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
２
人
以
上
の
方
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

作
品
が
選
考
さ
れ
た
と
き
は
、
抽
選
に
よ

り
１
人
の
入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
発

表 

６
月
末
日
ま
で
に
入
賞
者

本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
村
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
「
広
報
と
う
か
い
」
で
発
表
し
ま

す
。
ま
た
入
賞
者
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
表
彰
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
の
取
り
扱
い 

①
入
賞
作
品

に
係
る
著
作
権
そ
の
他
す
べ
て
の
権
利
は

東
海
村
に
帰
属
し
ま
す
。
②
最
優
秀
作
品

は
「（
仮
称
）東
海
村
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
愛
称
と
し
て
各
種
印
刷
物
等
に
幅
広
く

活
用
し
ま
す
。
③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ　

（
仮
称
）
東
海
村
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
称
募
集
係
（
福
祉
部
介
護

福
祉
課
地
域
支
援
室
内
）
／
〒
319-

１
１
９
２

東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号
／
☎
282

局
１
７
１
１
（
内
線
１
２
７
０
）
／
FAX

282
局
３
５
３
８
／
電
子
メ
ー
ルkaig

ofuk

ushi@
vill.tokai.ibaraki.jp

村では現在、高齢者の地域での生活を介護・福祉・

医療などの面から支える新たな地域ケアの拠点「地

域包括支援センター」など３施設が入る複合施設

「（仮称）東海村総合支援センター」の設置のため、

旧「村立東海病院」建屋（舟石川７７７）の改築

工事を進めているところです。このセンターの今

年７月の新オープンを前に、施設が地域の多くの

皆さんに愛され、利用されるようにとの願いを込

め、皆さんから素敵な愛称を募集することにしま

したので、どうぞ奮ってご応募ください。
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村
で
は
、（
仮
称
）自
治
基
本
条
例
の
策
定
を
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
で
行
う
た
め
、
策
定
委
員
会
委
員（
20
人

を
予
定
）の
う
ち
５
人
を
公
募
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の（
仮

称
）
自
治
基
本
条
例
は
、
東
海
村
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に

対
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
ど
の

よ
う
な
姿
勢
や
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
基
本
的

な
理
念
や
仕
組
み
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
募
集
人
員 

５
人

■
対　
　

象 

①
村
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上（
平
成
19

年
４
月
１
日
現
在
）②
公
務
員
で
な
い
③
平
日
の
昼
間

ま
た
は
夕
方（
午
後
６
時
30
分
ご
ろ
か
ら
）
開
催
さ
れ

る
会
議
に
出
席
で
き
る―

―

を
す
べ
て
満
た
す
方

■
任　
　

期 

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

■
活
動
内
容 

15
回
程
度
の
会
議
に
出
席
し
、
自
治
基
本

条
例
に
盛
り
込
む
内
容
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
報　
　

酬 

７
０
０
０
円
／
回

■
選
考
方
法 

「
応
募
の
動
機
と
私
が
考
え
る
こ
れ
か
ら

の
東
海
村
」（
１
２
０
０
字
程
度
、
任
意
様
式
）
と
題
し

た
作
文
の
内
容
等
に
基
づ
き
、｢

東
海
村
自
治
基
本
条

例
策
定
委
員
会
公
募
委
員
選
考
委
員
会｣

に
よ
り
選
考

し
ま
す
。
な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
合
せ 

５
月
30
日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
総
務
部
自
治

推
進
課
自
治
推
進
担
当（
〒
３
１
９―

１
１
９
２　

東

海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
４
１　

FAX 

287
局
０
３
１
７
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

村立東海病院
地域医療を担う　

　検診は健康診断と違い、各自治体が主体となって多くの一般住民に対して行う事業です。

●検診の目的は？…検診は、病気の早期発見と健康状態の医学的チェックを目的として行います。検診

を行うことで、病気を早期発見したり、健康を維持できたりするなど、全体的な医療費を抑制するこ

とにもつながります。また、一人一人の保険料を下げるともいわれています。

●検診の種類は？…生後検診から始まり、一般住民検診や骨密度検診等、年齢などによっていろいろな検

診があります（詳細については、保健センターなどにお問い合わせください）。また、企業で働いている

方は、一般住民健診と同じような健康診断（健診）を各企業によって行うことが義務付けられています。

●検診の結果は？…検診結果は個人に通知されます。検診は、“診断する”ということではないので、結

果は「要精密検査」「要注意」「正常」などと記載されています。結果が「要精密検査」の場合は、直ちに医

療機関で精密検査を受けてください。医師の診断による早めの治療や生活習慣の改善が必要となりま

す。また、検診を受けてさえいれば良いというものではなく、検診結果を上手に生かすことが大切で

す。結果が正常であっても、前回の検診結果と比較するなど、自分の健康状態を小まめに把握するこ

とで、健康の保持増進につながります。健康な人でも、年１回は検診を受けた方が良いでしょう。

自
治
基
本
条
例
策
定
委
員

を
募
集
し
ま
す
！

村立東海病院院長　大場義幸病院への上手なかかり方（その20）

◆問 合 せ　福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

　村立東海病院は民間による管理委託でリニューアルオープンし、１年が経ちました。

■治療は薬のみ？

　「近くの病院から薬をもらえばいいから」と言われたとのことで、大病院に通院中の

患者様が来院されました。紹介状を持っておらず、また当院には無い診療科の疾患で

したので、先方の病院の主治医に問い合わせてみると、特殊な疾患の方でした。ご家

族と患者様は、「薬だけだから」「調子が悪いときに診療してほしい」「近いから」などと

言っていましたが、病気の正しい理解と専門的な治療や診察・検査を必要とする疾患

であることを説明しました。専門診療を必要とする疾患では、「風邪症状」で調子の悪いときでも悪化

している場合もあり、専門医による診療が必要です。

　医師は結果として薬のみの治療でも、診察しながら病状を聞き、合併症や悪化していないかを考え

ています。「近いから」「薬のみだから」などと自分の考えや都合のみではなく、病気を理解していただ

くことが良いと思います。一見、薬のみの治療でも医師はいろいろと考えているものなのです。

〈検診について〉
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行
政
相
談
週
間

　

５
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）ま
で
は
、
春
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
総
務
省
の
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て

多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
５
月
と
10
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。「
分
か
り
づ
ら
い

道
路
案
内
標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」な
ど
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
村
の
行
政
相
談
委
員
が
２
人
に
！

　

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
鈴
木
朝

美
さ
ん（
☎
282
局
０
４
３
９
）が
加
わ

り
、
今
ま
で
の
川
松
文
夫
さ
ん（
☎

282
局
３
７
５
６
）を
含
め
、
村
の
行

政
相
談
委
員
が
２
人
に
な
り
ま
し

た
。
相
談
は
、
定
例
相
談
所
な
ど
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

定
例
行
政
相
談

▼
期　
　

日 

毎
月
第
３
・
４
・
５
金
曜
日

▼
時　
　

間 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
第
４
・
５
金
曜

日
は
正
午
ま
で
）

▼
場　
　

所 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」（
心
配
ご
と

相
談
所
）

問

合

せ

　

総
務
部
自
治
推
進
課
村
民
相
談
室（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
２
７
５
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
お
届
け
し
ま
す

【飼い主のモラルが問われています】

　近年、飼い犬・飼い猫に関する苦情が多く寄せら

れています。他人に危害を与えないためにも、飼い

主の皆さんは、①散歩時のふんを持ち帰る②犬の放

し飼いをしない③犬の無駄ぼえを防ぐために、根気

強くしつける④野良猫に餌を与えない――をきちん

と守りましょう。

【犬・猫の避妊・去勢手術費を補助します】

　村では、犬・猫の無秩序な繁殖を抑制し、野良犬

等による危害を防止するために、飼い犬（登録およ

び狂犬病予防注射済に限る）、飼い猫の避妊・去勢

手術費を補助します。

●補助費用 避妊手術…4,000円／頭　去勢手術…

3,000円／頭

●申し込み 印鑑を持参の上、経済環境部環境政策

課環境保全担当へ申し込みください。なお、手術

後の申請に対する補助は行いませんので、ご注意

ください。

【狂犬病予防注射を受けましょう】

　昨年は、海外に渡航した日本人が狂犬病を発症す

る例が相次ぎ、狂犬病に対する危機感が高まってい

ます。狂犬病とは、ウイルス性の感染症の一つで、発

症した動物にかみつかれると、まひやけいれんなど

を起こし、死に至る恐ろしい病気です。そこで、犬

などの動物に検疫を義務付けることで、狂犬病の侵

入防止を図っています。また、生後91日以上の犬に

対する登録制度を実施することにより、飼育動向を

把握しながら年１回の予防接種を義務付けています。

今年度の狂犬病予防注射実施日は右表のとおりです。

平成19年度狂犬病予防注射実施日
期　　日 場　　所 時　　間

５月17日（木）

舟石川２区自治集会所 ９：00 ～９：20
舟石川コミュニティセンター ９：30 ～ 10：20
船場営農センター 10：30 ～ 10：45
中央公民館 10：55 ～ 11：15
須和間区自治集会所 11：25 ～ 11：40
南台区自治集会所 13：00 ～ 13：40
中丸コミュニティセンター 13：50 ～ 14：05
緑ヶ丘区自治集会所 14：15 ～ 14：30

５月18日（金）

外宿１区自治集会所 ９：00 ～９：15
石神コミュニティセンター ９：25 ～９：50
内宿２区自治集会所 10：00 ～ 10：15
白方コミュニティセンター 10：25 ～ 11：05
川根区自治集会所 11：20 ～ 11：35
真崎コミュニティセンター 13：00 ～ 13：40
村松コミュニティセンター 13：50 ～ 14：10
照沼区自治集会所 14：20 ～ 14：30

５月19日（土）

外宿２区自治集会所 ９：00 ～９：15
竹瓦区自治集会所 ９：25 ～９：40
亀下区自治集会所 ９：50 ～ 10：05
豊岡営農集落センター 10：15 ～ 10：30
岡区自治集会所 10：40 ～ 10：55
豊白区自治集会所 11：05 ～ 11：15

役場庁舎裏駐車場
11：30 ～ 12：00
13：00 ～ 13：40

費　　用

①新たに登録する犬…6,500円（内訳…登録料
3,000円、予防注射2,950円、予防注射済票550
円）　②登録済みの犬…3,500円（内訳…予防
注射2,950円、予防注射済票550円）

そ の 他

村から郵送された犬の登録（予防注射済票交
付）申請書を持参してください。また、この
３日間に狂犬病予防注射を受けられない場合
は、お近くの動物病院で受けてください。

犬・猫の飼い主の皆さんへお願い

問 合 せ　経済環境部環境政策課環境保全担当（☎282-1711　内線1451）

川松さん鈴木さん
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新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り

市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

行
政
委
員
会
で
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と

し
て
農
地
法
に
基
づ
く
許
認
可
等
の
行
政

事
務
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
海
村
農
業
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
が
、
３
月
13
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
候
補
者
が
15

人
で
定
数
と
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
無

投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

選
任
に
よ
る
委
員
が
村
議
会
か
ら
４

人
、
ひ
た
ち
な
か
農
業
協
同
組
合
か
ら

１
人
、
土
地
改
良
区
か
ら
１
人
推
薦
さ

れ
、
新
し
い
農
業
委
員
21
人
が
出
そ
ろ

い
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
19
年
３
月
31
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
農
業
の
担
い

手
育
成
、
農
地
の
有
効
利
用
な
ど
地
域

農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
活
動

し
ま
す
。
農
地
の
売
買
等
権
利
移
転
な

ど
を
お
考
え
の
方
は
農
業
委
員
、
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問

合

せ 

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
４
３
７
）

新農業委員名簿

氏   名 住       所 電話番号

菊池 一二 村松3170-1 090-2566-9194

川上 　博 豊岡1634 282-9720

福富 景亮 照沼1271-1 282-2580

市毛 良三 竹瓦1297 0294-52-1857

照沼 一宣 石神外宿353 283-4169

石橋 　衛 石神外宿1495 282-8283

藤田 宗一 村松2384-1 282-8408

小林 　健 豊岡573 282-3946

川﨑 勝男 白方284-1 282-0229

根本 　通 亀下282-1 282-3129

松本 　毅 須和間488 283-0573

長嶋 春夫 石神内宿988 283-1148

関田 英章 照沼1008 283-1396

川﨑 　浩 白方549 282-9656

深谷 　隆 村松422 282-3797

▼選挙による委員
（順不同、敬称略）

氏   名 住       所 電話番号

深谷 安男 石神内宿1489 282-3054

岩田 廣隆 船場906 282-1843

安　 節子 石神外宿1848-3 282-3045

助川 不二 舟石川858-3 282-7621

氏   名 住       所 電話番号

橋本 茂夫 豊岡460-2 283-0128

氏   名 住       所 電話番号
高橋 　寛 村松3355 282-3752

▼選任による委員（村議会推薦）

▼選任による委員（ひたちなか農業協同組合推薦）

▼選任による委員（土地改良区推薦）

国
民
年
金
の
任
意

加
入
に
つ
い
て

年
金
受
給
資
格
期
間

　

国
民
年
金
法
で
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
受
給
資
格
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
達
す
る
ま
で
の
40
年
間
（
加
入
可

能
年
数
）
の
う
ち
、
国
民
年
金
へ
の
保
険
料
納
付
済
期

間
、
保
険
料
免
除
期
間
お
よ
び
合
算
対
象
期
間
（
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
期
間
）
を
合
わ
せ
た
期
間

（
厚
生
年
金
期
間
と
合
算
し
た
期
間
で
も
可
）
が
25
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

40
年
間
の
保
険
料
を
す
べ
て
納
付
し
た
場
合
に
、
65
歳

か
ら
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

60
歳
以
上
の
年
金
の
加
入
（
任
意
加
入
）

　

保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
方
は
、
60
歳
以

上
か
ら
65
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

方
に
限
り
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
間
に
お
い
て
受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き

る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金

だ

よ

り

村上村長と新農業委員の皆さん
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東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

…
…
阿
漕
ヶ
浦
公
園

第4代東海ゆめ大使としての活躍が期待される、(左から)滝田瞳さん､津
田真弓さん､東ヶ崎香さん｡東海村の良いところ､全国に紹介してくださいね。

「
東
海
村
観
光
協
会
」（
役
場
経
済
環
境
部
経
済
課
内
）
で
は
４
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
県
内
近
隣
の
桜
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
る
「
阿
漕
ヶ
浦
公
園
」
で
「
第
19
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
桜
の

満
開
は
、
水
戸
市
で
昨
年
よ
り
２
日
、
平
年
よ
り
８
日
も
早
い
４
月
２
日
で
し
た
が
、
こ
こ
東
海
村
で
は
、
少
し
遅
れ
て
の

こ
の
２
日
間
前
後
が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ―

―

週
末
の
園
内
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、
風
情
に
花
び
ら
舞
う

満
開
の
桜
を
思
い
思
い
に
満
喫
し
つ
つ
、
子
ど
も
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
民
謡
・
舞
踊
に
三
味
線
・
琴
の
演

奏
、
野
だ
て
（
茶
会
）
な
ど
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
月
の
「
広
報
と
う
か
い
」
で
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
写
真
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
い
ま
一
度
、
今
年
皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
桜
を
思
い
起
こ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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第3代東海ゆめ大使として2年間に
わたって東海村をPRしてくれた、(左
から)須藤枝里子さん、飛田葵さん。

まだ春寒く感じられた３月17日、村では、｢石神城址

公園｣を主な活動拠点とするボランティア団体「石神

城址公園をまもる会」（宮本茂代表）や地域住民との

協働により、今年3回目となる植樹祭を「石神城址公

園」で行いました。当日の園内では、スコップなどを

手にした約90人の参加者によって、ヤマアジサイや

ヒガンバナ、ヤマザクラなどが1本1本丁寧に植えら

れたほか、歴史案内板も設置されました。村では今後も、

地域との協力の下、城跡や自然の保全を目指す公園管

理を進めていきますので、休日にはぜひ足を延ばして

みてください。なお「石神城址公園をまもる会」では

一緒に活動してくれる会員を募集しています。

●元気に大きく育て！わが木よ花よ。

●天ぷらを揚げた後の油が車の燃料に !?
特定非営利活動法人「東海村菜の花エコプラン」（藤井

学昭代表）では4月22日、白方コミュニティセンター

で「廃食油で車が走る!?」を開催しました。この催しは、

揚げ物を作る際に使った食用油などの残りを活用して製

造した「BDF」（バイオディーゼル燃料）をマイクロバ

スやトラクターに給油し、実際に走らせてみるというユ

ニークな試み――会場には約80人が詰め掛け、軽油の

代替燃料として注目され始めている「BDF」についての

見識を深めながら、その実用性が高いことを実感してい

ました。藤井代表は「食や環境の問題に向き合うきっか

けづくりができた」と、この催しに手応えを感じたよう

で、法人の引き続きの取り組みに意欲を見せていました。

参加住民で定員乗車となったマイクロバスに「BDF」を給油して、いざ１
時間の村内ドライブに出発――独立行政法人農業・食品産業技術総合研究
機構中央農業総合研究センター（つくば市）の協力があって実現しました。
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東
海
村
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
藤
井
貴

美
夫
先
生
と
指
導
員
の
指
導
の
下
、
現
在
７
人
の

団
員
が
稽け

い

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
稽
古
は
東
海
南

中
学
校
の
武
道
場
を
借
り
て
、
毎
週
火
・
金
曜
日

の
夕
方
と
日
曜
日
の
朝
に
行
わ
れ
、
毎
回
、
柔
軟

体
操
や
す
り
足
の
練
習
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
竹
刀

を
持
っ
た
稽
古
は
、
素
振
り
稽
古
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、
黙
想
を
し
た
後
、
面
を
付
け
て
の
稽
古
が

始
ま
り
ま
す
。
切
り
返
し
、
面
打
ち
、
小
手
打

ち
な
ど
の
基
礎
稽
古
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
ま

す
。
団
員
は
こ
れ
ら
の
基
礎
稽
古
を
通
し
て
、
正

し
い
剣
道
技
術
、
呼
吸
、
気
合
い
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。
次
は
、
約
束
稽
古
と
い
わ
れ
る
、
状
況
を

設
定
し
て
、
決
め
ら
れ
た
個
所
を
打
ち
合
う
稽
古

で
す
。
新
し
い
団
員
が
加
わ
る
５
月
か
ら
６
月
ま

で
は
比
較
的
単
純
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
だ

ん
だ
ん
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
先
生
は
、
一
つ
一
つ
の
技
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
わ
り
が
あ
る
の
か
を
少
し
ず
つ
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。
団
員
に
と
っ
て
は
少
し
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と

で
、
剣
道
の
技
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
、
攻
防
は

間
合
い
と
気
合
い
と
理
詰
め
で
あ
る
こ
と
が
、
だ

ん
だ
ん
と
理
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

稽
古
の
締
め
く
く
り
は
、
掛
り
稽
古
と
い
う
、
先

生
の
導
き
に
従
っ
て
先
生
に
打
ち
込
ん
で
い
く

稽
古
で
す
。
団
員
の
技
術
が
上
が
る
と
、
地
稽
古

（
習
っ
た
技
を
使
っ
て
攻
め
合
う
稽
古
）、
時
に
は

試
合
稽
古
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
稽
古
で
、
団

員
は
頭
で
考
え
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を

学
び
ま
す
。
最
初
は
一
呼
吸
、
二
呼
吸
も
遅
れ
て

い
た
動
作
が
、
技
が
身
に
付
く
に
従
い
体
が
反
応

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

面
が
、上
達
を
実
感
で
き
る
瞬
間
で
す
。
最
後
に
、

先
生
か
ら
の
お
話
が
あ
り
、
礼
と
三
誓
願（
勉
強

し
ま
す
、
剣
道
し
ま
す
、
良
い
行
い
を
し
ま
す
）

を
唱
え
て
稽
古
は
終
わ
り
で
す
。

　

少
年
団
で
は
、
団
員
自
身
が「
う
ま
く
な
り
た

い
」
と
思
う
自
主
性
を
重
ん
じ
て
、
卒
団
後
も
剣

道
を
続
け
て
く
れ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、
指
導
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
、
剣
道
の
お
も
し
ろ
さ
、
奥
の
深
さ
を
感
じ

て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ８６

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

 東海村剣道スポーツ少年団の稽古
 　  東海村剣道スポーツ少年団指導者

村松　谷
たに

川
がわ

　博
ひろ

康
やす

　
　

【
俳　

句
】

春
の
声
ゆ
れ
る
水
面
に
虫
た
ち
の

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

横
向
き
の
時
が
ゆ
っ
た
り
花
明
か
り

 

東　

海　

佐
藤　

と
よ

夕
暮
の
独
り
は
淋
し
ク
ロ
ッ
カ
ス

 
舟
石
川　

舛
井　

愛
子

鼻
眼
鏡
ず
り
あ
げ
吹
け
る
祭
笛

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

お
ぼ
ろ
月
夜
空
に
見
ゆ
る
日
の
出
前

 

船　

場　

島
中　

睦
子

茶
碗
酒
花
び
ら
浮
い
て
話
し
か
け

 

外　

宿　

西
山　

純
一

い
と
け
な
き
や
ぶ
う
ぐ
い
す
の
初
音
か
な

 

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

雨
音
の
護
摩
火
の
猛
る
知
恵
貰
い

 

村　

松　

松
本　

正
勝

鶯
や
上
手
に
鳴
き
し
昨
日
よ
り

 

白
方
中
央　

根
本　

　

武

草
原
の
緑
立
ち
た
り
風
と
な
る

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

春
蘭
の
こ
の
庭
が
好
き
花
開
く

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　
　

【
短　

歌
】

自
転
車
を
押
し
て
坂
行
く
老
人
に
心
の
中
で
力
貨
し
お

り 

村　

松　

高
橋　

正
弘
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ＶＯＬ .  ９６

今どきの

青少年

　

私
は
、
小
学
１
年
生
の
と
き
に
入
団
し
て
か
ら

現
在
ま
で
、
８
年
間
東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
に

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
唱
団
で
は
、
毎
年
３
月
に
定
期
演
奏
会

を
行
っ
て
い
て
、
団
員
た
ち
は
そ
の
演
奏
会
に
向

け
て
日
々

練
習
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
入
団
し
た
当
初
、
あ
ま
り
う
ま
く
歌
え

な
く
て
、
落
ち
着
き
が
な
く
、
迷
惑
を
掛
け
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
先
輩
た
ち
の

よ
う
に
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
い
、
先
生
方
の
ご

指
導
の
下
、
必
死
に
指
揮
を
見
な
が
ら
練
習
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
を
見
て
い
て
あ
こ
が
れ
た
の
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
ボ
ー
カ
ル
で
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け

て
、
受
か
っ
た
人
だ
け
が
キ
ャ
ス
ト
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ソ
ロ
を
き
れ
い
に
歌
っ
た
り
、堂
々

と
せ
り
ふ
を
言
っ
た
り
す
る
姿
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
。
私
も
２
度
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ス
ト
に
な
っ
て
た
く
さ

ん
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
せ
り
ふ
を
覚
え

た
り
、
笑
顔
を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
変
で
し
た
。
で
も
、
ダ
ン
ス
を
踊
る
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ
て
、
自
然
と
笑
顔
が
出
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
自
分
の
意
外
な
一
面
に
も
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
通
し
て
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
良
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
時
の
感
動
と
達
成

感
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　

ボ
ー
カ
ル
は
、
毎
年
中
学
１
年
生
が
好
き
な
曲

を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
１
年
生
の
と
き
に「
青
春
ア
ミ
ー
ゴ
」

を
５
人
で
歌
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
も
あ
っ
て
、
と

て
も
楽
し
く
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
体
験
を
、
合
唱

団
の
仲
間
と
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
合
唱
団
と
か
か
わ
り
、
音

楽
と
と
も
に
歩
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
歌
の
大
好
き
な
仲
間
が
い
た
ら
、
ぜ

ひ
合
唱
団
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
大
歓
迎

で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
！

 合唱団とかかわって
 　   　東海南中学校３年

須和間　石
いし

川
かわ

　真
ま

衣
い

   

エッセー頑張る

最後列中央が今月の
エッセイスト

父
の
齢
ひ
と
つ
こ
し
た
り
定
年
後
病
い
の
続
く
我
に
し

あ
れ
ど 

東　

海　

片
野　

紀
夫

お
だ
や
か
に
煙
る
墓
地
な
か
春
彼
岸
子
供
ら
の
声
た
の

し
げ
に
き
く 

船　

場　

村
上
よ
り
子

春
が
来
た
さ
く
ら
祭
り
の
人
の
波
花
弁
の
下
笑
顔
は
じ

け
る 

南　

台　

根
本
内
俊
男

村
松
の
水
戸
八
景
の
姿
な
し
波
打
ち
際
ま
で
大
林
と
な

る 

船　

場　

中
井
川
し
げ

月
始
め
五
分
咲
き
と
な
る
桜
木
の
春
の
花
に
も
格
差
め

り
し
か 
船　

場　

舛
井
庫
之
助

紅
豊
後
白
鳳
桜
散
ら
す
雨
花
冷
え
続
く
わ
が
庭
の

春 

内　

宿　

村
上　

文
江

春
眠
を
か
き
消
す
よ
う
な
う
ぐ
い
す
の
初
鳴
き
の
声
庭

木
の
な
か
に 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

西
日
う
け
そ
れ
ぞ
れ
舞
う
如
散
る
さ
く
ら
わ
び
し
く
も

有
り
か
そ
の
地
ゆ
け
ば 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　

　

正

大
戦
の
爪
痕
も
い
え
雄
々

と
ノ
ル
マ
ン
デ
ー
の
断
崖
奇

岩 

照　

沼　

佐
藤　

　

昇

念
願
の
新
装
成
り
し
集
会
所
集
う
区
民
の
思
い
は
ひ
と

つ 

外　

宿　

小
林
美
代
子

庭
先
に
春
風
に
乗
り
鶯
が
ロ
ー
ド
デ
ン
ト
ロ
花
水
す
が

る 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

友
語
る
往
く
ま
で
元
気
健
や
か
な
母
に
感
謝
と
子
孝
行

あ
り 

豊　

白　

森
永
ひ
ろ
子

　
　

【
川　

柳
】

入
り
た
い
世
論
が
こ
わ
い
新
宿
舎

　
　
　
　
　

 

白
方
中
央　

関
口　

　

満
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●
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

▼
期　
　

間 

６
月
12
日（
火
）
〜
17
日（
日
）

▼
貸

出

数 

（
１
人
当
た
り
）４
点

　

な
お
、
休
館
中
の
返
却
は
、
図
書
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
、

ま
た
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
ま

す
。
た
だ
し
、
大
型
絵
本
・
大
型
紙
芝
居
は
除
き
ま
す
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

４
月
23
日（
月
）「
こ
ど
も
読
書
の

日
」に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「
子
ど
も
の
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
お
い
て
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
が
平

成
19
年
度「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体
」と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）の
発
足
以
来
25

年
間
に
わ
た
る
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
お
は
な
し
会
や
読
み
聞
か
せ
派
遣（
幼
稚
園
・
保
育

所
・
小
中
学
校
・
高
校
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
な
ど
）
の
活
動
が
読
書
普
及

活
動
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

５
月
13
日（
日
）
〜
19
日（
土
）

第20回東海村芸術祭

■
問

合

せ　

☎
287
局
３
６
８
０

「たんぽぽの会」による
おはなし会
毎週土曜日（第５土曜日を

除く）の午後２時から３時

まで、おはなしコ―ナーで、

絵本の読み聞かせ、手遊び

などを行います。

休館日
５月14日（月）・21日（月）

　　28日（月）・31日（木）

６月４日（月）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

　東海駅コミュニティ施設
の床張替え工事を実施しま
す。利用者の皆様にはご不
便をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

工　　期
　５月下旬～７月中旬（３工
区に分けて実施予定）

施工箇所
　東口１階トイレ前、西口
１階エントランス

問 合 せ
　教育委員会社会教育課文
化・スポーツ振興担当（内線
1426）

東海駅床張替え工事のお知らせ

　伸び伸びと表現された作品で、心安らぐひ
とときを…。ぜひ、ご来場ください。（各連
盟最終日の開館は午後３時まで）

水墨画連盟 ５月20日（日）～ 26日（土）
写真連盟 ５月27日（日）～６月２日（土）

華道連盟
前期６月３日（日）～６日（水）
後期６月７日（木））～９日（土）

書道連盟 ６月10日（日）～ 16日（土）

美術連盟
前期６月17日（日）～ 23日（土）
後期６月24日（日）～ 30日（土）

５
月
20
日（
日
）
〜
６
月
30
日（
土
）

第４回大内正房淡彩展

　平成16年から平成18年の３年間にわ
たって描いた今回の作品は、フランス製の
画用紙（アルシュ）にペンでスケッチし、日
本画用の顔彩と彩色筆で描いたもの。風
景・静物など約40点を展示します。皆さん
のご来場をお待ちしています。（最終日の
開館は午後３時まで）

「
子
ど
も
読
書
週
間
」記
念
行
事

●
大
き
な
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時 

５
月
12
日（
土
）　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
内　
　

容 

大
型
絵
本
・
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
の
上
演

▼
場　
　

所 

館
内
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム

▼
対　
　

象 

幼
児
お
よ
び
児
童
と
そ
の
保
護
者

▼
協　
　

力 

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

蔵
書
点
検
が
始
ま
り
ま
す

　

６
月
18
日（
月
）か
ら
29
日（
金
）ま
で
、
図
書
館
は
蔵

書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、休
館
前
左
記
の
期
間
は
貸
出
数
が
通
常
の
２
倍
、

貸
出
期
間
が
３
週
間
に
な
り
ま
す
。

●
図
書
・
紙
芝
居
・
雑
誌

▼
期　
　

間 

６
月
５
日（
火
）
〜
17
日（
日
）

▼
貸

出

数 
（
１
人
当
た
り
）
図
書
・
紙
芝
居
20
冊
、

雑
誌
４
冊
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募集

平成 19 年４月１日現在
前月比

世帯数 13,368 世帯  ＋ 43
総人口 36,007 人 ＋ 51
　男 18,082 人 　＋ 20
　女 17,925 人 ＋ 31

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

5・10 号／お知

クアップ／May.

　

ら
せ

ピ
ッ

　男女の人権を尊重し、互いに協力し合って対
等に社会活動に参加する機会が与えられる男女
共同参画社会の実現を目指して、「レインボー・
フォーラムとうかい」を開催します（10月13日
（土）開催予定）。フォーラムの企画運営に関わっ
ていただける実行委員を募集します。
■対　　象 村内在住・在勤で20歳以上の方（20人）
■申し込み・問合せ　５月25日（金）までに、総
務部自治推進課ハーモニー・交流担当（内線
1341）へ申し込みください。

●日 程 等

　

●時　　間 午前９時30分～ 11時

●対　　象 村内在住の30歳からおおむね65

歳までの方、またはＢＭＩ25以上の方

●定　　員 30人程度

●参 加 費 無料

●そ の 他 ①申し込み者多数の場合は抽選と

なりますが、初めての方を優先します。②無

料保育サービス（要予約）があります。

●申し込み・問合せ ５月21日（月）までに、保

健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

食習慣を見直そう！
ダイエット講座参加者募集

日程 場所 内容
５月30日（水）

保健センター
栄養講話

６月５日（火） 記録指導
６月14日（木）

総合福祉センター「絆
きずな

」
運動教室６月28日（木）

７月12日（木）
７月18日（水） 栄養講話

　はやい通報・はやい救命手当で子どもたちの
命を守りましょう！
■日　　時 ５月20日（日）　午前９時～正午
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■定　　員 先着20人
■内　　容 乳児・小児の心肺蘇生法、異物除
去、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用法

■参 加 費 無料
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②普通救命講習修了証を交付します。
再講習の方は修了証をお持ちください。③託
児サービス（無料）がありますので、ご希望の
方は５月17日（木）までに申し込みください。

■申し込み・問合せ　５月13日（日）から19
日（土）までに、消防署救急救助担当（☎
282-2038）へ申し込みください。

乳児・小児の普通救命講習会参加者募集

■日　　時 ６月３日（日）　午前９時から
■場　　所 東海中学校（格技場）
■種　　別 ①小学生の部　②中学生の部　③
高校生・一般（３段以下）の部
■申し込み・問合せ　澤畑佳夫さん（東海村剣道
連盟事務局　総務部自治推進課内　内線1341）

第16回東海村剣道大会出場者募集

■日　　時 ６月３日（日）　午前９時から
■場　　所 総合体育館
■種　　目 団体戦…一般男子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、一
般女子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　個人戦…一般男子Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ、一般女子Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　

■参 加 費 1,500円／チーム、400円／人　※
小・中学生は半額となります。

■申し込み 総合体育館に備え付けの申込用紙
に必要事項を記入の上、５月22日（火）まで
に、ファクシミリ（FAX282-4551）で申し込む
か、総合体育館の申込箱に入れてください。

■問 合 せ 柏葉光子さん（☎282-4551）

東海村春季卓球大会参加者募集

「レインボー・フォーラムとうかい」実行委員を募集

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
3日(日) 茨城東病院 282-1151
10日(日) 村立東海病院 282-2188
17日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141
24日(日) 村立東海病院 282-2188

６月の休日診療日程

ゆったり・ゆっくり・リフレッシュ
中国式健康体操教室参加者募集
　病気の予防や治療のために考案された体操

で、ゆったりとした中国風の音楽に合わせて

ゆっくり呼吸しながらストレッチや関節・筋力

の強化を図ります。お気軽にご参加ください。

●期　　日 ５ 月21日（月）・28日（月）、６月

18日（月）、 ７ 月23日（月）・30（月）、 ８ 月

６日（月）・20日（月）・27日（月）、９月３日

（月）・10日（月）　※全10回

●時　　間 午前10時～ 11時30分

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」　多目的

ホール

●対　　象 村内在住のおおむね65歳以上の方

●定　　員 先着40人

●参 加 費 1,000円（初回に徴収します）

●申し込み・問合せ ５月14

日（月）から17日（木）までに、

高齢者センター（☎282-4300）

へ申し込みください。

エトセトラ

　音楽療法とは、音楽の特性を利用して個人の
自己実現の空間をつくる試みであり、児童の発
達を援助します。どうぞご参加ください。
■期　　日 ５月 21 日（月）からのおおむね
第３月曜日　※全 11 回

■時　　間 午後４時～５時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」　多目的ホ
ール

■対　　象 村内在住で発達に何らかの問題のある
小学３年生から中学３年生までの方とその保護者
（先着15組）
■参 加 費 3,300円（全11回分一括）
■講 師 音楽療法を考える会　メロディア東海
■申し込み・問合せ ５ 月14日（月）か ら18日
（金）までに、東海村社会福祉協議会地域福
祉推進係（☎282-2804）へ申し込みください。

■受講期間 ７月１日（日）～ 12月２日（日）の
うち指定する日（主に土日、全22回）

■時　　間 午前９時30分～午後４時30分
■場　　所 県立母子の家　母子福祉センター
（水戸市八幡町11-52　☎221-8497）
■対　　象 母子家庭の母および寡婦（30人）
■内　　容 訪問介護２級課程
■受 講 料 無料
■そ の 他 託児サービスがあります（所得に
応じて個人負担あり）。

■申し込み 福祉部社会福祉課備え付けの申込
書に必要事項を記入の上、５月25日（金）まで
に、県立母子の家　母子福祉センターへ（郵
送にて）申し込みください。

■問 合 せ 福祉部社会福祉課福祉総務担当
（内線1182）

音楽療法体験教室参加者募集

　村内在住の方で、家庭に心の病気を持つ方が
いる家族を対象に開催する交流会です。
■期　　日 ５月18日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■内　　容 懇談・意見交換など
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 福祉部介護福祉課地域支
援担当（内線1167）

家族交流会を開催します

　茨城県調理師試験の実施に伴い、予備講習会を
開催します。

茨城県調理師試験
■日　　時 ８月29日（水）　午前９時15分から
■場　　所 常磐学園常磐大学（水戸市見和
1-430-1）
■受 験 料 6,200円／人

予備講習会
■日　　時 ８ 月23日（木）・24日（金）　 午 前
９時～午後４時
■場　　所 ワークプラザ勝田（ひたちなか市
東石川1279）
■受 講 料 29,000円／人

申し込み・問合せ
　５月10日（木）から７月14日（土）までに、ひた
ちなか調理師会東海支部（「渚」大上登喜男さん
☎282-2462）へ申し込みください。

平成19年度茨城県調理師試験と予備講習会

「母子家庭等自立促進講習会」受講者募集
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　地域の環境美化運動の一環として、春の一斉
クリーン作戦を実施します。環境をいたわる心
をはぐくみ、不法投棄やポイ捨てのない「きれ
いなまち」を目指しましょう。
■日　　時 ５月27日（日）　午前７時～８時
※雨天の場合は、６月３日（日）に順延となり
ます。
■場　　所 村内全域
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全担
当（内線1451）

となりのまちから

イベントガイド
となりのまちから

イベントガイド

　村では、文化の保存や継承・自然保護活動に
関する学習事業を行っている社会教育団体に、
補助金を交付します。※営利団体は除きます。
■対 象 村内に活動の拠点を置き①社会教
育法第10条に規定する団体で、他の補助金
を受けていないこと②規則または会則を制
定し、自主的に運営していること③構成員
が５人以上の団体であること（過半数以上が
村内在住者）――をすべて満たす団体

■補助金額 補助事業に要した額とし、予算の
範囲内で村が決めた額。

■申し込み・問合せ 教育委員会社会教育課に
備え付けの申請書に必要書類を添えて、社会
教育課文化・スポーツ振興担当（内線1422）
へ申し込みください。

文化保存・自然保護活動への補助

■日　　時 
　

　
■場　　所 保健センター
■対　　象 生後３か月から90か月までの乳幼児
■投与回数 全部で２回
■そ の 他 当日は自宅で体温を測り、母子手
帳と問診票を忘れずにお持ちください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

生ポリオワクチンの投与 春の一斉クリーン作戦を実施します

① ５月21日（月）　13：15 ～ 14：00
② ５月22日（火）　13：15 ～ 14：00
※①、②のいずれかの日程でお受けください。

　村内で活動している芸術関係団体が一堂に会
し、バラエティーに富んだ発表を行います。
■期 日 ６月10日（日）
■時 間 等 
　

■そ の 他 ①のお茶席に入席希望の方は、
６月９日（土）までに、小林宗久さん（東海
村芸術祭実行委員会・茶道連盟理事長　☎
282-9059）へ申し込みください。

■問 合 せ ①小林宗久さん　②・③石田正久
さん（東海村芸能部門芸術祭実行委員会委員
長　☎283-1164）

第３回東海村芸能部門芸術祭水戸市●水戸黄門まつり
第17回那珂川遠泳大会

◆期　　日 ７月16日（月）
◆コ ー ス 千歳橋から水府橋までの3.5km
◆対　　象 10歳（小学４年生）から65歳まで
（先着200人）
◆参 加 費 1,500円／人（傷害保険料を含む）
◆申し込み 官製はがきに①氏名・性別②年齢
③職業（学生は学校名・学年）④郵便番号・住
所および自宅と勤務先の電話番号⑤１週間平
均の水泳練習回数と練習距離⑥10分間に泳
げる距離⑦泳法（平泳ぎ、横泳ぎ）――を記入
の上、６月１日（金）必着で、水戸市スポーツ
振興協会内那珂川遠泳大会係（〒310-0913　
水戸市見川町2256）へ申し込みください。
◆問 合 せ 水戸市スポーツ振興協会（☎
243-0111）

内　容 時　間 場　所
① 茶会（冨貴の会）10：00 ～ 15：00 中央公民館
② 芸能発表会 13：30 ～ 17：20 東海文化センター
③ 社交ダンス 18：00 ～ 20：30 村松コミュニティセンター

入場
料

無
料

　胃がん検診、結核・肺がん検診、成人病検診、
大腸がん検診を行います。
■期　　日 ６ 月12日(火)・13日(水)・14日
(木)・15日(金)・16日(土)・21日(木)・22日
(金)・23日(土)・25日(月)・26日(火)、７月12
日(木)・13日(金)・14日(土)・17日(火)・18日
(水)・20日(金)・25日(水)・26日(木)、8月1日
(水)・2日(木)・3日(金）

■受付時間 午前６時～９時
■場　　所 保健センター
■費　　用 無料
■そ の 他 胃がん検診以外の検診(結核・肺
がん検診、成人病検診、大腸がん検診）を申
し込まれた方は、10月に行う住民検診の対
象となります。

■申し込み・問合せ 30歳以上で、今年１月の
健康診査家族調査票で申し込みをしていな
い方や最近転入された方で、胃がん検診を
含む「総合検診」を希望する方は、５月18日
(金)までに、保健センター（☎282-2797）へ申
し込みください。

早期発見・早期治療！　総合検診を実施
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-74

めざせアクションスター
照沼小学校５年●加

か

藤
とう

めぐ
私の夢は、アクションスターになることです。そう

思ったきっかけは、小さいころに戦隊シリーズを見て
かっこいいなと思ったからです。
３歳のとき、ジャッキーチェンの映画を見て少林寺

拳法を習い始めました。そして、小学２年生のとき、
友達が空手を習っていたので、道場へ見学に行きまし
た。初めて空手を見たとき、少林寺とはまた違う力強
さに圧倒されました。それが空手を始めたきっかけで
す。空手を始めて強い人たちと対戦していくうちに、
負けたくない、誰よりも強くなりたいと思うようにも
なりました。空手の形や組手は、アクションスターの
動きにとてもよく似ています。きれいで力強く、とて
も格好いいです。
アクションスターへの道は、長く厳しいと思います

が、今は自分にできることを頑張り、目標に向かって
走り続けていきたいと思います。

ちびっこ
美術館

　

や
っ
と
抱
く
こ
と
が
で
き
た
わ
が
子

の
誕
生
。
う
れ
し
さ
と
喜
び
、
心
か
ら

感
謝
し
た
あ
の
日
。

　

し
か
し
、
か
わ
い
い
な
ぁ
と
穏
や
か

な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
ら
れ
る
時
間
は

つ
か
の
間
で
、
大
変
な
育
児
の
幕
開
け

で
し
た
。

　

新
生
児
の
こ
ろ
は
、
初
め
て
の
授
乳

（
母
乳
）に
２
時
間
か
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
２
時
間
お

き
に
授
乳
し
た
り
、
泣
い
て
し
ま
う
か

ら
と
、
一
日
の
大
半
を
抱
っ
こ
し
て
過

ご
し
た
り
…
。
私
の
子
育
て
に「
ゆ
と
り
」

と
い
う
言
葉
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

　

で
も
、
い
つ
か
は
離
れ
て
い
く
わ
が

子
。「
母
乳
だ
け
は
続
け
た
い
！
」と
考

え
て
い
ま
し
た
。
２
歳
を
目
前
に
し
た

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に「
飲
む
？
」

と
指
を
さ
す
私
に
、
抱
っ
こ
さ
れ
た
ま

ま
の
泰た

い

せ

い成
は
、「
な
い
な
い
」と
首
を
横

に
振
り
ま
し
た
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の

こ
と
な
の
に
、
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

泣
き
虫
で
甘
え
ん
坊
な
泰
成
も
、
兄

に
な
り
、
幼
児
に
な
り
、
年
少
か
ら
幼

稚
園
に
入
園
。
や
は
り
、
最
初
は
泣
い

て
嫌
が
り
ま
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
２
日
目
か

ら
は
６
か
月
の
二
男
・
健け

ん

し

ん心
を
抱
っ
こ

し
、泣
い
て
い
る
泰
成
を
お
ん
ぶ
し
て
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
幼
稚
園
に
通
い

ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
本
当
に
私
の

子
育
て
は
不
器
用
そ
の
も
の
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す（
笑
）。

　

そ
ん
な
泰
成
も
、
３
学
期
に
は
門

か
ら
１
人
で
教
室
に
行
け
る
よ
う
に
な

り
、
振
り
向
き
も
せ
ず
に
走
り
去
っ
て

い
き
ま
す
。
家
で
も
、
お
風
呂
掃
除
や

ぞ
う
き
ん
が
け
、
草
取
り
な
ど
は
得
意

で
、
私
よ
り
も
熱
心
で
す
。

　

健
心
は
、
泰
成
の
お
か
げ
で
伸
び
伸

び
と
育
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
ふ
ざ
け
て
ば

か
り
い
る
健
心
と
、
そ
ん
な
弟
の
面
倒

を
見
て
く
れ
る
泰
成
。
心
の
中
で「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
つ
ぶ
や
く
毎
日

で
す（
２
人
で
泣
い
て
い
る
こ
と
も
多

い
け
れ
ど
…
）。

　

今
、
私
の
幸
せ
は
、
２
人
の
子
ど
も

た
ち
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
時
間

が
あ
ま
り
持
て
な
い
こ
と
は
寂
し
い
で

す
が
、
不
器
用
な
私
に
は
、
今
は
家
族

の
幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
精
一

杯
。
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
、
反
省
の
多

い
毎
日
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
父
親

の
よ
う
な
男
性
に
な
れ
る
ま
で
、
私
も

笑
顔
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
支
え
て
く

れ
る
夫
に
感
謝
し
て
。

さくら

　お友達と一緒に桜満開の公園に遊

びに行ったときの様子を描いてくれ

た瞳ちゃん（５歳）。

　「きれいなお花が大好き。みんな

でシーソーに乗って、楽しかった

よ！」と笑顔で話してくれました。

永な
が

冨ど
み 

祐ゆ
う

子こ

●村 松
幼稚園 須

す

藤
どう

　瞳
ひとみ

ちゃん

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。


